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キェルケゴール研究
――キリスト教における証しの内的構造について――
文学研究科哲学専攻博士後期課程 3年
後藤　英樹
0．はじめに
　キェルケゴールによれば、信仰とは「永遠なもの（Evige）」に対する人間の実存的関係
をあらわしたものである。人間の自己にはいつでも永遠なものが住みついており、それを投
げ捨てることができないため、永遠なものを通じて、神との結びつきを完全に断ち切ること
は不可能である。キリスト者は、「神の前に立つ」という神との関わりの中で、時間的なも
のと永遠なものが矛盾し合いながら総合し、信仰はいわば神の意志するものへの合致を目指
して深化する。
　キェルケゴールによれば信仰と理性の関係について、次の三つの立場のみが可能である。
（1）パウロ：わたしは自分が信じているかたを知っている（テモテへの第二の手紙1:12）。
（2）理解するために信じる＜Credo…ut…intelligam＞。
（3）信仰は自発的（umiddelbare）である。
　そしていずれの場合にも、理性は信仰のあとからやってくる（Ⅴ,…A1）。
　ヘーゲルの信仰の知的理解1やシュライアマハーの直観と感情に基づく宗教の本質とその
解釈学はいずれも（3）に該当し、信じるために理解する＜Intellego…ut…credam＞、その構
造の骨格をトマス＝アクィナスのうちに見出すことができる。トマスは「信じる」という内
的事態を明らかにする手がかりとして、「承認（assensus）」と「思いめぐらす（cogitatio）」
の関係を取り上げている2が、「思いめぐらす」という言葉は、まだ自分の目指しているもの
が見えてこないで、あちらこちらへと視線を動かしながら探求している知の状態をさしてい
る。それは理性による信仰が不完全なものであることを示している。つまり信仰を知性の一
種としてとらえるかぎりでは、信仰は「推測」にとどまるのである。また承認という言葉は
信仰のもつ不動の確実さを示しているが、承認は意志の働きである「同意（consensus）」と
は違い、あくまでも理性の働きである。「思いめぐらす」のも理性なら、不動の「承認」を与
えるのも理性である。それに対して、選択する際に重要なのは、正しいものを選ぶというこ
とよりも、むしろ選択するときのエネルギー＝真剣さ＝激情である、というのが（2）の立
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場ではないだろうか。キェルケゴールによれば、選択は二つの弁証法的運動を遂行する。「選
ばれるものが現存しているのであって、そうでなかったらいかなる選択も存在しえない場合
と、選ばれるものが現存せずして選択によって成立する」（SV2,…2,…s.232）場合とがある。理
性にとって選ぶものが決して現存しないで、つねに選択によってのみ成立するものだとした
ら、それは選ぶのではなく、創造するということになる。「それゆえ自然が無から創造されて
おり、自由な精神としての私は矛盾律から生まれるのであり、私が私自身を選んだことによっ
て生まれたのである」（SV2,…2,…s.233）とキェルケゴールは選択を通じて、以前には存在しな
かった自己を自己自身が選ぶことによって生じ、覚醒することを要求する。
　他方、パウロはいかにして（1）のような信仰を獲得することができたのか。キェルケゴー
ルは講話『内なる人を強くする』において、次のようにパウロについて言及している。「何が
パウロにそうした力を与えたのであろうか。彼はみずから一つの証し（Vidnesbyrd）を持っ
ていた。この世のあらゆるものよりも高次の、一つの証しを彼は持っていた。この世が彼に
反対すればするほど、ますます強力に証しする、一つの証しを持っていたのである。彼は神
の御霊によって強力に「内なる人（indvortes…Menneske）」を強くされていたからである」
（SV2,…3,…s.332）。この証しは講話『あらゆる善き賜物、あらゆる完全な賜物は上からやって
くる』でも同様に定義されており、神が証しを供給し、善き贈物、完全な賜物とは理性にとっ
て何であるかを断定することができないもの、と付け加えている。
　本稿の目的は、人間による証言が聖霊による証しによって支えられ、どのようにして確か
なものとなるのかを探求することである。種々の外的出来事ではとらえることのできない、
つまり＜私たちの聞いたこと、目で見たこと、ながめて手で触れたこと、すなわち命の御言
葉について＞（ヨハネの第一の手紙1:1）、そのプロセスに隠されている内奥に触れることで
ある。かつて、パウロは自分がキリストの証人として歩むうえで、自らの歩みが神の真実な
証しによって支えられている事実をしばしば強調しているが、彼が分け与えたかった聖霊の
賜物と信仰の喜びは筆舌に尽くしがたい。パウロと多くの預言者の証しによる確信は、まさ
に信仰と思索の前提として自明に把握されており、それと気づかれないで暗に適応されてい
るからこそ、内的にこのことを記述しなければならない。本稿ではキェルケゴールの講話と
預言者の証し伝承を対比させながら、証しのもつ直接性を通じて、この内的構造をとらえて
みたい。
1．証しとは何か
　元来、証しとは、経験した事柄の真実性や出会った人物について確信をもって断言し、明
らかにすることである。それが必要なのは、通常は訴訟や紛議の場合であるから、古代では
一般に法律用語として裁判の場における証言と関連して用いられた。裁判に勝つためには、
書証と人証を上手に使い分けて、書証の動かぬ証拠と人証の優れた補完を相互に利用して事
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実認定へと導く。聖書ではその意味を含みながら宗教用語となっている。そもそも聖書自体
が神との契約の書であり、神による創造と救いについての「証しの書」である。
　旧約聖書では、証しの中心的内容はエジプトの奴隷状態からイスラエルを救われた神の御
業と、その出来事の核心に、主の名の啓示と神が共にいるという約束がある（出エジプト記
3:14）。十戒が刻まれた2枚の石板は、イスラエルが荒野を旅する間に、民と共にいる神の臨
在を象徴しているのであって、それを収めた箱は「証しの箱」3と呼ばれる。神はイスラエル
に律法と預言者を通じて、真の神を異邦人に証しする崇高な使命を与えたのである。
　新約聖書では、証しの中心はイエス＝キリストに移され、イエスに出会い、救いを体験し
た人々を通して彼が誰であるかを証ししている。たとえば、洗礼者ヨハネの使命は「光」を
証明するために、またすべての人が彼によって信じるために、証人としてやって来た（ヨハ
ネによる福音書1:9）。使徒とは復活したキリストの証人となること、エルサレムをはじめ諸
国の民にイエスの昇天に至るまでの間に起こった諸般の出来事と罪のゆるしを得させる悔い
改めを述べ伝えることである（ルカによる福音書24:47）。パウロの宣教活動もキリストの福
音に基礎を置いたキリストの証言であった（使徒行録22:15）。ダマスコへの途上で、万人に
キリストを証する者として任命されたパウロは、この証しの受容によって信仰に基づく共同
体を形成した（コリント人への第一の手紙1:6）。またイエス御自身は、ピラトの前で真理を
証しするが、十字架上での彼の死と沈黙は、人間のために捧げられた神の愛の最高表現を証
ししているのである。
　初代教会においては「証し」は殉教（martyria）と深く結びつけられ、血によるキリスト
の証しとなり、キリスト者は迫害を耐え忍び「キリストの受難の証人」（ペテロの第一の手紙
5:1）として信仰の証しを立てることが価値あることとますます高められた。殉教記録4にみ
られるように、教会の歴史を通じて殉教者に栄誉が帰せられる。最高の証明は血の証明で
ある（ヨハネの黙示録2:13,…6:9,…17:6）。教会憲章42には、殉教を「愛の最大の証明」と称え、
宣教者には必要であれば、自分の生命をかけても主について証しを立てなければならないと
勧めている。キェルケゴールも「信ずる者は全生涯を苦しみとみなす。殉教（Martyriets）
は信仰の勇者に不滅の輝きに身を包まれる慕わしい機会を提供する。この機会こそ、内な
る人の栄光であって、その栄光が輝き出すためには、証しを光にかざさなければならない」
（SV2,…12,…s.253）と述べている。
2．証しの直接性
　「証しは直接的な伝達である」（Ⅹ1,…A…216）とキェルケゴールが述べるように、証しその
ものは神に向けられており、証しする人間に権能をもたらすものであるが、証しの伝達（内容）
は間接的なものとして同時代の人々へと向けられている。したがって、証しは直接的な伝達
にもかかわらず、それは同時代の人々に受け入れられ権威をもたらすものとは限らない。つ
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まり神の証しは、そのものとは別な仕方で、たとえば言葉による教えや社会的立場などと密
接に結びついた仕方で理解される。たとえば、神は第一に自分自身で自らを証して、モーゼ
に自らの名を啓示したり、自分が真の神であることを明らかにしているが、神はまた言葉に
よる律法に含まれる掟によっても証される。この他に、神は預言者たちを代弁者としても証
しをたてる。彼らは、いわば神が不忠実な民を相手どって起こす訴訟において、公の証人と
なる。だが、旧約の預言者はすべて、平凡な、むしろ力のない者があえて選ばれ5、神の側
から神の世界を知らされ、また神の霊が与えられ、いわば強制的6に使命へと遣わされていく。
誰ひとり自ら進んで預言者となった者はなく、普通の職業に就いていた者たちである。たと
えば預言者アモスの場合、その伝記的記事（アモス書7:14-17）によれば、彼は羊飼いであり、
いちじく桑の木のいちじくを拾っているときに、主に無理やり召されて、隣国のイスラエル
に遣わされている。それに対するアモスの反応は記されていないが、仕事を放って、しかも
身の危険も予想される中にあって、躊躇もあったと思われる。しかし神による召命は、その
ような個人的な事情や思いを圧倒し、使命へと遣わされる。おそらく預言者たちには、「神
が共にいる」という確固たる保証を同時に保持していたに違いない。預言者たちが証しを受
けるとき、非常に深い宗教的体験をしていたと同時に、心理的には異常な体験をしていたと
考えられる。だが、彼らの多くは、そのような体験を報告することは非常に稀である。彼ら
が関心をもったものは、もっぱら与えられた神の御言葉であって、個人的な体験ではなかっ
たようである7。
　キェルケゴールの講話『内なる人を強くする』では、証しを持つための条件としての「内
なる人」が初めて現れるのは、「世界は人間にとって何を意味し、人間が世界にとって何を
意味しなければならないのか、人間自身が世界に属していることによって人間のうちにある
すべてのものが、人間にとって何を意味しなければならないのか、そしてそのものの中にあ
る人間が世界に対して何を意味しなければならないのか、こうした懸念（Bekymring）が
人間の魂の中で目覚める瞬間」（SV2,…3,…s.335）においてである。さらに、キェルケゴールは
この懸念が、緻密な知識とかたいそうな博識をもってしても静められるものではなく、別種
の知識（anden…Art…af…Viden）、一瞬たりとも知識のままにとどまることのない、所有した
瞬間に行動に変わってしまうような知識を要求するとも付け加えている（SV2,…3,…s.335）。こ
の記述を端的に、預言者の「恍惚状態（エクスタティカー）」と結びつけることはできないが、
偶然にも、キェルケゴールの表現と酷似した異常体験が報告されている箇所がエゼキエル書
にはある。
　預言者たちが証しを受けるとき、普通でない状態にあり、幻視や幻聴の体験だけでなく、
時には触覚的（イザヤ書6:7やエレミヤ書1:9）にも味覚的（エゼキエル書3:3）にも異常な体
験をしたのである。彼らの体験は詳細に報告されていないが、おそらくどの預言者も同様な
体験をしたと思われる。特にエゼキエルの場合は、その幻の記録は非常に仔細に記録されて
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おり、他の預言者の報告がいずれも短く静的であるのに対し、それはしばしば視覚的という
よりも聴覚的であった。さらにエゼキエルは幻視的・幻聴的状態において特別な仕方で自分
自身を解放し、神御自身の激情に深く結びつけられ、神の御心を自分の上に担うことができ
たのである。エゼキエルの幻体験を1章、8章、37章に認めることができる。1章の幻においては、
全世界を支配するヤハウェの圧倒的な姿が示され、8章では、イスラエルの深い罪とそれを
赦すことのできないヤハウェの怒りが示され、そして終には、37章で絶望的状況に陥ってい
るイスラエルの民を回復しようとするヤハウェの意志が示されている。これらは「世界（ヤ
ハウェ）と人間の関係」、「人間と人間のうちにあるものの関係」、「人間のうちにあるものと
世界（ヤハウェ）の関係」、と上述のキェルケゴールの表現と同型的な構造を成している。
3．栄光と繁栄
　エゼキエルが見た幻は、1章28節において「ヤハウェの栄光」と言われている。「栄光」と
は、神がイスラエルの民に隣在していることを示すあるいは言われるときに使用する専門用
語であって、エゼキエル書に特徴的である。「ソロモンが神殿を建てた時、ヤハウェの栄光が
主の宮に満ちた」（列王の書上8:11-13）と言われるが、そのとき以来ヤハウェは神殿に住むと
信じられ、またその見え姿が「栄光」であった。エゼキエルの幻体験は、ヤハウェがエルサ
レム神殿から遠く離れた汚れた捕囚の地に顕現したという、通常では考えられない体験だっ
た。この「栄光」の体験はあまりに強烈であったため、エゼキエルは七日間もものを言うこ
とができなかったようである（3:15）8。
　再び、キェルケゴールの講話『内なる人を強くする』では「栄光」という言葉は見出さ
れないが、「繁栄（Medgang）」9という言葉が「証し」に次いで多用されている。繁栄とは、
人間の内なる人を強くすることに役立つものであって、いかなる人も自分自身に与えるこ
とのできないものである。キェルケゴールによれば、「このとき彼の魂は懸念のうちにます
ます内面的に求めていき、遂には証しを見つけ出すであろう」（SV2,…3,…s.345）と述べている。
エゼキエル書の「栄光」と講話『内なる人を強くする』の「繁栄」は内実がきわめて似ている。「栄
光」は「繁栄」という言葉に代替可能である。繁栄とは神の恩恵であり、したがって人間は
進んでその繁栄を喜び安んじて神に身を委ねるべきなのか、それともその繁栄は天の怒りで
あり、人間の滅亡がますます恐ろしいものとなるように地獄の深淵が人間の眼を欺いて隠し
ているにすぎないのか、そのいずれであるかを人間の知性は確かめるすべをもたない。ただ、
繁栄は人間を瞬間よりも年長にし、そして人間に永遠を把握させるあらゆる深い思慮によっ
て、人間は世界と現実的な関係を持っている。この関係は、この世界についての単なる知識、
世界の一部としての自分自身についての客観的知識ではありえない。まさに、このような知
識においては、人間自身がこの世界に対し無縁となり、そして元来この世界は、この世界に
ついての人間の知識と無縁であるとは言えないだろうか。キェルケゴールによれば、「繁栄
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の太陽が再び昇り、すべてのものを照らし、すべてのものを明らかにし、彼がきわめて遠く
にまで来ていたことを彼に確信させ、彼がそのために働いてきたものを獲得したということ
を彼に確信させる」（SV2,…3,…s.341）のである。さらに彼は三つの段落に分け、「しかし繁栄は
いとも容易に理解される（Men…Medgang…er…saa…let…at…forstaae）」と分析している。最初に、（1）
「恵まれた者すらもそれを正しく理解することができない」と述べ、次いで（2）「逆境になじ
んでしまった人間には理解さえされない」、最後に（3）「不幸な者のほかの誰が、繁栄という
ことをよりよく理解している」と告げている。そしてそれぞれの理由について、（1）は「内
なる人を強くすることが欠けている」、（2）は「内なる人はいわば彼の魂の中で消え失せた」、
（3）は「内なる人があの懸念によって彼のうちに現われる」と「内なる人」の状態を区別し
て「繁栄」と対応させている。
4．内なる人
　そもそも「内なる人」とは何であるか。「内なる人」という言葉はエゼキエル書のみならず
旧約全体に登場しない。新約においてはわずか3カ所10に登場する。「内なる人」は外なる人（＝
身体）と対をなしており、キリストの霊によって力強く固められ、理性の法則や罪の法則と
戦い、衰えず日々新たにされている。これらの聖句から「内なる人」は人間の「内なる霊」
と同義的に使用されていることがわかる。つまり「内なる人を強くする」ことは、霊的なエ
クスタシー体験と連関をもつと予想される。
　だが預言者らの多くは、そのような霊的エクスタシー体験そのものを報告することはほと
んどない。かつて、紀元前9世紀の預言者らにとって「霊」の働きは重要であったが、アモ
ス以後の古典的預言者は霊の働きに関して非常に消極的となった。これは、預言者らに霊が
働かなかったということではなく、彼らにとっても霊の働きは絶対的であったが、偽りの予
言者がもっぱら霊によるエクスタシー現象で予言していたため、古典的預言者たちはあえて
霊の働きの言及を避けたと思われる11。エクスタシー体験としての霊の働きについては、古
典的預言者たちはほとんど言及していない。ホセア書9章7節には、＜預言者は愚か者とされ、
霊の人は狂う＞とあり、霊の働きについてはあまり積極的な評価がなされていない。「狂う」
はヘブライ語で恍惚状態に陥ることを表わし、イスラエルの王国成立の時代に著しく見られ
たばかりでなく、紀元前9世紀半ばのエリヤの時代、前8世紀のアモス・ホセアの時代、また
前7世紀から王国滅亡の時代（エレミヤ、エゼキエルの時代）にかけても見られる。ホセア
らの古典的預言者たちが、自分たちを正典的預言者の系列の一員と見たのはエクスタシーと
いう要素のためではなく、ヤハウェとイスラエルとの契約に基づく法の遵守を重要視したた
めと思われる12。大雑把に言えば、預言者が出現したのは、何らかの意味においてヤハウェ
宗教が脅かされた危機的な時代にあって、その危機は信仰的な危機であったが（エリヤの時
代など）、多分に政治的な危機でもあった。モーゼが召命を受けたのは、エジプトという巨
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大な権力によってイスラエルの民が抑圧された危機の時代であり、エゼキエルが活動してい
たのはエルサレムの陥落・神殿の破壊・捕囚といった、まさにイスラエルの歴史において最
大の危機的時代だった。
　しからば、これまでの対比から、エゼキエルの幻体験における霊的エクスタシーが登場す
るきっかけとなった危機感、つまり証しを持つための条件としての「内なる人」が現れる懸
念が、キェルケゴール自身のうちにも見出されなければならない。キェルケゴールにとって
の危機、それは当時のデンマーク国教会の状況ではなかっただろうか。デンマーク国教会は、
国家の教会としては世俗世界とすっかり融和しており、その本来の敬虔さや逆説性のゆえに
キリスト者につきつけられる「躓き」の契機を失い、罪の自覚にも盲目的な事態に陥ってい
た。キェルケゴールの最晩年の一年間はデンマーク国教会を相手に激烈な攻撃を行なった。
自ら『瞬間』という小冊子を矢継ぎ早に刊行し、第10号の発行準備の最中に街路上で昏倒し
て病院に担ぎ込まれ、そこで間もなく亡くなったのである。キェルケゴールの教会闘争を可
能にさせたものは一体何であろうか。「真理はどこまでもイエス＝キリストの側にあり、腐敗
した教会側にはない」というプロテスタンティズムの原則から安易に答えを出すこともでき
るが、その主体性の根底には預言者的側面、つまり証しを保持していたのではないだろうか。
　キェルケゴールは狂っていた。一人で国教会に真正面から刃向い、力尽きたその姿は、世
俗的には「狂っている」としか言いようがない。教会側から見れば単なる小嵐に過ぎない闘
争なのだが、彼は文字通り全人生を賭けており、預言者の姿、神に捧げられた殉教者の生き
方を最後まで貫いた。単独者とは、神の前に立つ自己自身の全人生・全存在を背負って神に
委ねようとする人間の真摯さを指し示し、「証し」とはそのような人間のうちにある「栄光」
あるいは「繁栄」に対する真摯さが狂うほどにも達した、強度的なカタストロフィの結果と
は言えないだろうか。
5．おわりに
　五感という外界を感知するための感覚機能は、古くはアリストテレスによる分類に端を発
しており、それが様々な文化に引き継がれ、現在では広く通念ともなっているが、元来すべ
ては触覚である。ただ、光を網膜の細胞で神経活動情報に変換する視覚だけは、運動性を伴
わない例外的な感覚であり、観ることによって空間を隔てて他の物体を遠隔的にとらえてい
る。その他の感覚、聴覚は内耳において、味覚は味蕾において、嗅覚は鼻腔において、もの
の知覚と同時に自己自身を感じとる内感あるいは強度性を伴っている。
　旧約の預言者たちが証しを授けるとき、彼らの非常に深い宗教的体験の最中には、言葉の
根源的機能はその意味内容にあるのではなく、呼びかけとしての機能に重点がおかれている
とは言えないだろうか。鳥や動物の声一般は呼びかけの言語であり、人間の諸言語には声か
ら来る呼格があって、それが証しの「呼び声」として中心的な役割を果たしている。証しの
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命令は呼びかけであり、この呼びかけは「内なる人」と不可分に結びついている。預言者の
言葉とわざは、神からもたらされた神の栄光とその人間の内的強度による共鳴の結果である。
だから十字架につけられ復活したイエスが、トマスにその傷口に「触れなさい」とまで言わ
れたのは、信仰それ自体が触覚性感覚と深く結びついているからである。医師が触診すると
きのように、「調べよう」とするトマスと「調べなさい」というイエスのやり取りは、触覚
の重要性を強調している。そのとき、トマスが「わたしの主よ、私の神よ」と信仰告白した
のは言葉で語り信じたその結果にすぎない。証しは、声がそのまま心の最深部に到達したと
き、そこに留まりつづけ、人は具体的かつ不可逆的な信仰のうちに生きる。信仰とは、触覚
性感覚によって「内なる人」それ自体に触れつづけるすべを見つけ、苦難のうちに見いださ
れる希望＝愛＝信仰の道程は別種の知識を与えるとは言えないだろうか。つまり真、善、美
とは異なる「聖」の探求領域においてこそ、哲学は信仰の場面に対して、美学と相補的に補
完し合いながら、触覚の論理
4 4 4 4 4
の下に新たな知の領域を形成しなければならない。
1… ヘーゲルは思索することをとおして信仰を基礎づけたり正当化したりすることを目指していた
わけではないが、神の知的理解こそがキリスト教の本質に他ならないと考え、『宗教哲学講義』の
目的は「神を認識すること」であると明言している。cf.…Vorlesungen über die Philosophie der 
Religion,…hrsg.…von…W.…Jaeschke,…Bd.…3,…Hamburg…1983,…s.6.
2… cf.…Thomas…Aquinas:…Summa Theologiae Vol. 31 : Faith,…transl.…by…T.…C.…O'Brien,…Cambridge…
University…Press,…2006,…p.…58…articulus…Ⅰ .“utrum…credere…sit…cum…assensione…cogitare”（whether…
to…believe…means…to…think…with…assent）. この言葉は、アウグスティヌスの「cum…assensione…
cogitare（承認にささえられ思いめぐらす）」に由来している。
3… 参照：出エジプト記 16:34…,…25:22。新共同訳では「掟の箱」と呼ばれる。
4… 参照：たとえば、『Martirio…nel…Giappone…di…120…nel…1632…e…1633 日本の殉教者（マルチレス）
120 人の記録（1632 年 9 月-1633 年 10 月の殉教者リスト）』高祖敏明解説、雄松堂、2008 年。
5… 預言者はしばしば、自分たちを「小さき者」と言っている。出エジプト記 4:10、士師記 6:15、エ
レミヤ書 1:6 などを参照せよ。
6… 預言者の召命記事には、預言者が召命を辞退したり、躊躇する様子がみられる。出エジプト記3:11、
士師記 6:15、エレミヤ書 1:6、イザヤ 6:11、エゼキエル 2:6-8 などを参照せよ。
7… パウロも自分の宗教的体験についてはあまり語っていない。「第三の天にまで引き上げられた」
体験は例外的といえよう（コリント人への第二の手紙 12:2）。
8… 幻体験以外にも、エゼキエルには異常な行動がしばしば見られる。自分の体を縄で縛って長時
間寝たり（4:8）、妻が死んでも感情のない人のように嘆かず（24:18）、またしばらくの間口をきく
ことができなかった（3:26）。
9… 講話『内なる人を強くする』では、「証し（Vidnesbyrd）」は 41 回、「繁栄（Medgang）」は 19
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回登場し、「繁栄」は内容的にも「証し」と結びついた重要な用語である。
10…ローマ人への手紙 7:22、コリント人への第二の手紙 4:17、エフィゾ人への手紙 3:17 の３カ所に
登場する。
11…cf.… J.R.Porter,…The…Origins…of…Prophecy… in… Israel.… In Israel’s Prophetic Tradition.…Essays in 
honour of Peter Ackroyd,…London:…Cambridge…University…Press,…1982,…p.13.
12…正典的預言者にはヤハウェ主義者の承認が必要であるという伝統があった。たとえば、サムエ
ルの書上 3:20 を参照せよ。
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Kierkegaard Studies: The internal structure of the 
Witness in Christianity
GOTO,…Hideki
　According…to…Kierkegaard…a…witness… is…a…person…who…directly…demonstrates…the…truth…
of…the…doctrine…he…proclaims…directly…from…God.…Witnessing… is…direct…communication,…but…
nevertheless… it…does…not…make…one’s…contemporaries… the…authority.…While… the…witness’s…
“communication”…addresses…itself…to…the…contemporaries,…the…“witness”…himself…addresses…
God…and…makes…him…the…authority.…Various…Prophets…did…not…receive…merely…a…general…
mission…of…preaching…or…predicting…in…Yahweh's…name:…each…of…his…words…is…Divine,…all…his…
teaching… is… from…above,… that… is,… it…comes…to…him…by…revelation…or…at… least…by… inspiration.…
Ordinarily,…state…of… the…Prophet…during…the…vision…occurred…when…the…Prophet… is…awake.…
Much…has…been…said…about…the…ecstatic…state…of…the…latter.…Possibly…the…soul…of…the…Prophet…
may…have…been…at… times,… as…happened… to… the…mystics,… so…absorbed…by… the…activity…of…
the…spiritual… faculties… that… the…activity…of… the…senses…was…suspended,… though…no…definite…
instance… can…be… cited.…Kierkegaard…was… also… in…part…by… its… being… truth… in…him…and…
blessedness,…in…part…by…volunteering…his…personal…self…and…saying:…Now…see…if…you…can…force…
me…to…deny…this…doctrine.…By…means…of… this…struggle,…perhaps…may…die,… the…doctrine… is…
victorious…and…irreversible.…
